
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成２２年３月 

世 田 谷 区 
 

 

このパンフレットは、区民の皆さんの意識や女性の置かれている実

態を総合的に把握し、区の施策検討を進める上での基礎資料として活

用するため、平成２１年１１月に実施した調査の主な結果をまとめた

ものです。 

男女がいきいきと暮らす社会づくりの実現に向けて、広く皆さんの

参考にしていただければ幸いです。 
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１ 調査の概要 
 

■調査の設計 

（１）調査地域  世田谷区全域 

（２）調査対象  平成21年10月１日現在区内に在住する20歳以上70歳未満の男女（個人） 

（３）標 本 数  2,500 

（４）抽出方法  層化二段無作為抽出（区の電算による抽出） 

（５）調査方法  郵送配布、訪問回収 

（６）調査期間  平成21年11月21日～12月15日 

（７）調査機関  株式会社 エスピー研 

 
■調査の項目 

（１）家庭生活と家族観         （６）社会参加・参画 

（２）労働・職場            （７）「男女共同参画センター“らぷらす”」について 

（３）仕事と子育て           （８）男女平等観 

（４）介護               （９）男女共同参画社会の実現にむけて 

（５）ドメスティック・バイオレンス(ＤＶ）（10）ワーク・ライフ・バランス 

 
■回収の結果 
 

 

 

 

 

 

 

■回答者の性別   ■回答者の年齢 
 

 

 

 

 

 

 

ｎ=1,553 

ｎ

女 性 (804)

男 性 (749)

15.5

17.4

26.1

24.2

26.1

25.2

19.7

20.4

12.6

12.8

　20代 　30代 　40代 　50代 　60代  (％)

全　体 女　性 男　性

標本数 2,500 1,250 1,250

有効回収数 1,553 804 749

回収率 62.1% 64.3% 59.9%

未回収数 947 － －

男性
48.2%

女性
51.8%
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２ 家庭生活と家族観 
■性別役割分担意識 

「男は仕事、女は家庭」という男女の性別役割分担に対しては、男女ともに否定的な意見が

多くなっています。また、前回の平成 16 年調査の時と、ほとんど変わりません。 

 
 
 

 

 

 

 

 

 
 
■家庭内での実際の役割分担 

家事をしているのは圧倒的に既婚女性が多くなっています。この結果は共働きの人でも同様

となっています。また前回の平成 16 年調査の時よりも男性の家事参加の増加がみられます。 

【女性】             【男性】 
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肯定派 否定派

そう思う
どちらかといえば

そう思う
どちらかといえば
そう思わない

そう思わない

 (％)

無回答

ｎ

女 性 (804)

男 性 (749)

4.9

9.1

22.8

27.6

32.1

31.1

40.0

31.8

0.2

0.4

否定の度合いをみると、女性（72.1％）と 

男性（62.9％）では大きく異なっています。 

男性でも「独身ひとり暮らし」の人は「女性独身ひとり暮らし」と同じくらい家事を

しています。男性は結婚すると、とたんに家事から手を引いてしまうようです。 

いつも
している

わりと
よくやる

ときどき
する

ほとんど
しない

まったく
しない

無回答

 (％)

いつも
している

わりと
よくやる

ときどき
する

ほとんど
しない

まったく
しない

無回答

 (％)
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80

100

女性の肯定派（ｎ＝804）

男性の肯定派（ｎ＝749）

（％）

結婚する、しないは個人の自由である

「結婚しても、子どもは持たない」
というのもひとつの生き方だ

話し合いを経た上で、最終
的に子どもの数や出産間隔
を決めるのは女性である

未婚の女性が子どもを
産み育てるのもひとつ
の生き方だ

■家庭内の家事・育児・介護などにかける時間 

家庭内の家事･育児･介護などに関して、女性では平日・休日ともに「２～３時間くらい」「４

～５時間くらい」が多く、９割の人は２時間以上となっています。一方男性では、平日は「ほ

とんどしない」が多数を占め、９割近くの人は２時間未満となっています。これは、共働き等

の就労状況でも同様でした。 

【女性】                 【男性】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■結婚・出産についての考え方 

結婚や出産に対しては、従来の価値観にとらわれず、個人の判断に任せるといった考えが多

くなっています。この傾向は、女性も男性も変わりません。 
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30

40

50 平日 休日

（％）

休日になると男性も「１時間くらいまで」は 

家事･育児等に参加する人が多くなっています。

※数値は各設問に対する「そう思う」と 

「どちらかといえばそう思う」という回答 

の合計（％） 
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■子育てについての考え方 

子育てについて、女の子も男の子も家事や経済的な自立という考えと同時に、「女らしさ、

男らしさ」も肯定されています。また、子育てへの父親の参加や地域社会の支援が大切だとい

う考えが圧倒的に多くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■家庭や家族とのかかわり方 

家庭や家族とのかかわりについては、家族・家庭を尊重する意識と、無理をしてまでとどま

る必要もないのでは、という意識が同居しています。特に女性の方が離婚の容認や家族のため

に自分を犠牲にすることを否定する意識がより強くなっています。 
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100
女性の肯定派（ｎ＝804）

男性の肯定派（ｎ＝749）

（％）

子どもや経済的な不安がなければ、
結婚がうまくいかない場合、離婚
してもかまわない

家族のために自分が犠牲に
なるのは耐えられない

自分の仕事のために、女性
が単身赴任するというのも
ひとつの生き方だ

子どもや経済的な問題にかかわらず、
結婚がうまくいかない場合、離婚して
もかまわない

0

20

40

60

80

100

女性の肯定派（ｎ＝804）

男性の肯定派（ｎ＝749）
（％）

女の子は女の子らしく、
男の子は男の子らしく
育てるのがよい

男の子も女の子も同じ程度
の学歴を持つ方がよい

父親はもっと子育てに
関わる方がよい

女の子も、経済的自立
ができるように育てる
のがよい

男の子も、家事ができる
ように育てるのがよい

子育てには地域社会の
支援も必要である

※数値は各設問に対する「そう思う」と 

「どちらかといえばそう思う」という回答 

の合計（％） 

「らしさ」に対しては 

男性の方が肯定的です。 

父親の参加や地域の支援が

必要だという点については、

ほとんどの人が賛成してい

ます。 

※数値は各設問に対する「そう思う」と 

「どちらかといえばそう思う」という回答 

の合計（％） 

各項目で女性の方が 

肯定的です。 

経済的に不安がなければ

離婚してもかまわない、

という考える人が多くな

っています。 
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３ 労働と職場 
■就労状況 

女性の就労率は全体で 62.5％と６割の人が働いています。年代別にみると、20 代後半から

40 代前半まで減少した後、40 代後半で退職後の再就労による増加がみられます。 

◇◇就労率◇◇ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◇◇ライフステージからみた女性の就労状況（抜粋）◇◇ 
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(%)

26.2

7.0

14.7

4.2

37.5

52.9

12.7
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□無職
　
　

(%)

女性の就労をライフステージからみると、結婚･出産を境に「家事専業」が圧倒的

に増え、子どもが小学校に入る家族成長期からは「パート」などで働く人が増え

ています。しかし、再び「常勤」で勤める人は少ないのが現状です。 

全体
20～
24歳

25～
29歳

30～
34歳

35～
39歳

40～
44歳

45～
49歳

50～
54歳

55～
59歳

60～
64歳

65～
69歳

女 性 62.5 38 86 70 64 59 71 68 61 45 38

男 性 87.9 44 92 97 96 96 96 91 91 84 62

独 身 期 20～39歳で単身者

家族成長前期 20～64歳で一番下の子どもが小学生

家族成長後期 20～64歳で一番下の子どもが中学生・高校生

家 族 成 熟 期 20～64歳で一番下の子どもが高校を卒業している

高 齢 期 65歳以上

家 族 形 成 期

そ の 他

20～39歳で配偶者がいて子どもがいない
または、20～64歳で一番下の子どもが小学校入学前

40～64歳で単身者
または、40～64歳で配偶者がいて子どもがいない

20 25 30 35 40 45 50 55 60 65
～～～～～～～～～～
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■職場での男女差別 

「男女雇用機会均等法」により、職場における性差別は禁止されています。しかし、働いて

いる人の意見をみると、「特にない」という回答が多いものの、昇進･昇格・賃金・配置場所な

ど、依然としていろいろな差別が残っていることが分かります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■望ましい女性の働き方 

望ましい女性の働き方では「子育ての時期だけ一時的やめて、その後また仕事をもつ」とい

う《中断再就職型》が特に多くの支持を得ています。これは、前回（平成 16 年）調査でも同様

の結果でした。 
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《就労しない》 《結婚退職型》 《出産退職型》 《中断再就職型》 《就労継続型》

仕事は
もたない

結婚するまで
は仕事をもつ
が、結婚後
はもたない

子どもができる
までは仕事を
もち、その後
はもたない

子育ての時期
だけ一時やめ
て、その後は
また仕事をもつ

結婚・出産
にかかわらず、
ずっと仕事を

もつ

 (％)

その他 無回答
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■女性の長期就労の阻害要因（主なもの） 

女性の長期就労継続の阻害要因としては、「子どもを預けるところ（保育園）がない」、「育

児」、「長く働きつづけられるような職場の条件・制度が不十分」、「高齢者や病人の介護・

看護」、「家事」等が、男女双方から多くあげられています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■職場に望む子育てと仕事の両立支援 

職場に望むと仕事と子育ての両立支援には「妊娠中や育児期間中の勤務軽減」、「看護のた

めの休暇が取れる制度」、「育児休業制度や再雇用制度の普及促進」などが多くなっています。 
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40

50

60

70
女性（ｎ＝804）

男性（ｎ＝749）

（％）

「高齢者や病人の介護・看護」に関しては、女性と

男性で認識の度合いに大きな違いが生じています。

女性からは「妊娠中や育児期間

中の勤務軽減」と「看護休暇」

が特に多くなっています。 
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４ 少子化と子育て支援 
■少子化の原因（主なもの） 

少子化の原因としては、「経済的負担が大きいから」が特に多く、「保育施設、育児休業の

制度などが十分整っていないから」がこれに続いています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■望ましい世代間交流の場 

身近な地域における望ましい世代間交流の機会・場としては、大人と子どもが「一緒に遊ん

だり、スポーツをしたりできる機会」や「自主的な活動ができる機会」の他、「しつけをして

くれる場」、「気軽な相談のできる場」等の声も多くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

経
済
的
負
担
が
大
き
い
か
ら

い
か
ら

度
な
ど
が
十
分
整
っ
て
い
な

保
育
施
設
、
育
児
休
業
の
制

る
人
が
増
え
た
か
ら

生
活
を
楽
し
み
た
い
と
考
え

子
育
て
よ
り
も
自
分
た
ち
の

な
っ
た
か
ら

女
性
の
結
婚
年
齢
が
高
く

な
い
か
ら

と
、
明
る
い
未
来
と
は
い
え

将
来
の
社
会
状
況
を
考
え
る

ら立
の
障
害
に
な
っ
て
い
る
か

出
産
・
子
育
て
が
女
性
の
自

が
増
え
た
か
ら

か
け
て
育
て
た
い
と
い
う
人

少
な
い
人
数
で
十
分
に
手
を

人
が
増
え
た
か
ら

と
に
魅
力
を
感
じ
て
い
な
い

子
ど
も
を
育
て
る
と
い
う
こ

え
た
か
ら

な
い
と
い
う
考
え
の
人
が
増

結
婚
し
て
も
子
ど
も
は
持
た

住
宅
事
情
が
よ
く
な
い
か
ら

45.8

9.6 8.3
4.9

19.1
13.5 12.4

9.1

32.2
37.6

24.524.4

50.4

17.4

25.6

35.0
37.435.9

57.1

10.0

0

10

20

30

40

50

60
女性（ｎ＝804）

男性（ｎ＝749）

（％）

し
た
り
で
き
る
機
会

遊
ん
だ
り
、
ス
ポ
ー
ツ
を

大
人
と
子
ど
も
が
一
緒
に

で
き
る
機
会

な
っ
て
自
主
的
な
活
動
が

大
人
と
子
ど
も
が
一
緒
に

れ
る
場

ど
も
の
し
つ
け
を
し
て
く

様
々
な
活
動
を
通
じ
て
子

談
の
で
き
る
場

に
な
っ
た
り
、
気
軽
な
相

子
ど
も
や
親
の
話
し
相
手

で
き
る
場

き
り
体
を
動
か
す
こ
と
が

大
人
と
子
ど
も
が
、
思
い

る
機
会

し
た
り
、
模
擬
体
験
で
き

子
ど
も
が
仕
事
場
を
見
学

互
い
が
立
ち
寄
れ
る
場
所

的
に
気
の
向
い
た
時
に
お

大
人
と
子
ど
も
が
、
日
常

り
す
る
機
会

み
た
り
、
勉
強
を
教
え
た

大
人
が
子
ど
も
の
宿
題
を

特
に
な
い

わ
か
ら
な
い

30.3

9.0
2.2 4.4

26.7

11.3

3.2 2.9

29.2
34.2 32.0

29.0

48.8

23.9
26.7

32.2 31.031.6

57.4

19.8

0

10

20

30

40

50

60

70
女性（ｎ＝804）

男性（ｎ＝749）

（％）
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■育児休業制度の利用意向 

子どもが生まれた時の育児休業制度の利用意向は、女性では「利用する」が６割に達していま

すが、男性では４割にとどまっています。また、利用意向は平成16年調査よりも増加しています。 

 

 

 

 

 

 

 

◇◇常勤勤め人の状況◇◇ 

 

 

 

 

 

 

 

 

■育児休業制度を利用しない理由 

育児休業制度を利用しない理由は、「職場に迷惑がかかる」、「職場の環境が育児休業を取

得できる雰囲気ではない」など、職場環境を中心とした理由が特に多くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ｎ

女
性

常勤の勤め人 (235)

男
性

常勤の勤め人 (448) 41.7

71.1

34.6

13.6

23.4

14.9

0.2

0.4

ｎ

女 性 (804)

男 性 (749) 42.5

62.3

28.7

13.3

28.4

23.4

0.4

1.0

職
場
に
迷
惑
が
か
か
る

は
な
い

を
取
得
で
き
る
雰
囲
気
で

職
場
の
環
境
が
育
児
休
業

収
入
が
減
少
す
る

必
要
性
を
感
じ
な
い

帰
で
き
る
と
は
限
ら
な
い

元
の
仕
事
（
職
場
）
に
復

き
る
か
不
安
が
あ
る

復
帰
後
、
職
場
に
対
応
で

心
配

昇
進
・
昇
格
へ
の
影
響
が

そ
の
他

特
に
理
由
は
な
い

27.1

16.8

1.9

8.4
11.6

3.7

11.2 12.1

20.618.7

29.9

1.9

16.7

23.3

9.8

32.1

42.8

5.6

0
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20

30

40

50
女性（ｎ＝107）

男性（ｎ＝215）

（％）

常勤の勤め人の意見をみると、男女の見解

の違いが大きくなっています。 

男性では経済的な問題、女性で

は、職場復帰への不安が理由と

して多くあげられています。 

利用する 利用しない わからない 無回答

 (％)

利用する 利用しない わからない 無回答

 (％)
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■育児休業制度の利用促進策 

育児休業制度の利用をしやすくする方策としては、男性では職場の理解など育児休業を取り

やすい環境づくりや経済面での支援の必要性が、女性では休業後の復帰しやすい環境整備の必

要性が強く求められています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■区に望む子育てと仕事の両立支援 

区による仕事と子育ての両立支援に対しては、「保育園の多用な運営」が圧倒的に多く、「地

域の中で子育てをする仕組み」と「企業等に対する啓発」がこれに続いています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事
業
主
や
上
司
の
理
解

す
い
体
制
の
整
備

業
後
、

職
場
復
帰
し
や

短
時
間
勤
務
制
度
等
休

て
い
く
こ
と

職
場
内
の
理
解
を
深
め

る
体
制
の
整
備

保
育
所
等
に
入
所
で
き

休
業
後
、

ス
ム
ー

ズ
に

休
業
中
の
経
済
的
支
援

及
啓
発

て
の
行
政
機
関
等
の
普

育
児
休
業
制
度
に
つ
い

職
場
復
帰
研
修
の
実
施

休
業
中
の
情
報
提
供
、

め
の
援
助
制
度
の
充
実

代
替
職
員
の
確
保
の
た

休
業
期
間
の
延
長

特
に
な
い

38.8

5.0
2.5 0.9

10.0

4.4 3.2 2.0

28.2

38.1

6.8

23.1

33.6

5.6

18.7

31.5
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23.4

43.0

5.3
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40

50
女性（ｎ＝804）

男性（ｎ＝749）

（％）

児
保
育
等
）

（

長
時
間
保
育
、

病
後

保
育
園
の
多
様
な
運
営

す
る
仕
組
み

地
域
の
中
で
子
育
て
を

企
業
等
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対
す
る
啓
発

の
提
供

情
報
交
換
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き
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場
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相
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所
の
開
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そ
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わ
か
ら
な
い

40.9

3.9

38.3

24.6

3.9

21.4

86.6

4.7

23.0

36.0

20.6

42.7

80.9

6.4

0

20

40

60

80

100
女性（ｎ＝804）

男性（ｎ＝749）

（％）
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５ 介護 
■介護してほしい人 

自身が必要になったとき介護してほしい人としては、女性では「公的サービス」が最も多く、

男性では「配偶者」への期待が最も多く、対照的な結果となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■男性の介護参加促進（主なもの） 

男性の介護参加を促進するためには、「介護休暇制度を整備する」、「労働時間短縮、在宅

勤務、フレックスタイムの導入など」、「男性向けの介護講座を開催する」、「男性への啓発

活動を行う」という意見が多くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

配
偶
者

娘 息
子

息
子
の
妻

そ
の
他
の
家
族

友
人
・
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ら
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い

12.7

0.9

18.0

0.4 1.3
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0.7 0.6 0.21.1

19.8

45.5

0.50.7 0.4
2.7

42.6

29.8

0

10

20
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40

50
女性（ｎ＝804）

男性（ｎ＝749）

（％）

ｎ

20 代 (125)

30 代 (210)

40 代 (210)

50 代 (158)

60 代 (101)

20 代 (130)

30 代 (181)

40 代 (189)

50 代 (153)

60 代 ( 96)

女
　
　
　
性

男
　
　
　
性

25.2

25.7

25.3

20.8

16.9

15.0

24.0

24.8

26.7

15.5

0 20 40 60 80

18.1

23.3

28.5

26.2

23.8

20.9

34.4

26.4

33.7

20.4

0 20 40 60 80

□男性が取りやすいよう
　な介護休暇制度を整備
　する

□労働時間を短くしたり、
　在宅勤務、フレックス
　タイムの導入などを企
　業に働きかける

52.9

51.9

49.4

45.4

49.2

56.2

40.6

52.0

36.6

51.9

0 20 40 60 80 (%)

□男性が気軽に参加でき
　るような介護講座を開
　催する

(%)

63.8

65.2

73.4

66.2

62.4

67.3

59.4

70.2

54.5

66.4

0 20 40 60 80 (%)

□男性の理解と協力を得
　るための啓発活動を行
　う

(%)

「男性向けの介護講座を開催する」は、男女ともに

60 代からの支持が多くなっています。 
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６ ＤＶについて 
■ドメスティック･バイオレンス（ＤＶ）防止法の認知 

ＤＶ防止法については、「法律名も内容も知っている」が３割台、また、「聞いたことはあ

るが、内容は知らない」は５割前後あり、少なくとも聞いたことのあるレベルでの認知は男女

ともに９割近くとなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ドメスティック･バイオレンス（ＤＶ）とは？ 

ドメスティック・バイオレンス（ＤＶ）とは、配偶者（事実婚も含む）や恋人など、親密な

関係の中で起こる暴力のことをいいます。暴力は、なぐる・けるなどの身体に対する暴力だけ

ではなく、性行為を強要するなどの性的暴力や、人前でバカにしたり、友人や実家との付き合

いを制限するなどの、精神的・社会的暴力も含まれます。平成 13 年に『配偶者からの暴力の防

止及び被害者の保護に関する法律（ＤＶ防止法）』が制定されましたが（平成 16 年、19 年一部

改正）、現行のＤＶ防止法は、「配偶者等からの暴力」を対象としているため、高校生・大学生

など若い恋人同士の間で起こる暴力“デートＤＶ”の被害者は保護命令の対象とならないなど、

課題は多く、社会的な取組みが求められています。 

　【性　別】

女 性 (804)

男 性 (749)

　【年代別】

20 代 (125)

30 代 (210)

40 代 (210)

50 代 (158)

60 代 (101)

20 代 (130)

30 代 (181)

40 代 (189)

50 代 (153)

60 代 ( 96)

女
　
　
　
性

男
　
　
　
性

38.5

48.4

40.2

35.4

29.2

40.6

38.0

31.4

29.5

26.4

38.6

32.6

52.1

41.2

49.2

52.5

50.8

46.5

55.1

61.9

57.1

57.6

49.0

56.7

7.3

9.2

8.5

12.2

19.2

12.9

5.7

6.2

13.3

16.0

11.2

10.3

2.1

1.3

2.1

0.0

0.8

0.0

1.3

0.5

0.0

0.0

1.2

0.4

男女ともに若年層では比較的認知が低くなっています。

法律名も内容
も知っている

聞いたことはあるが、
内容は知らない

知らない 無回答

 (％)
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■ドメスティック･バイオレンス（ＤＶ）だと思うもの 

ＤＶだと思うものとして、身体的暴力に関しては特に高い認識を示しています。それに比べ

ると、言葉の暴力（精神的暴力）や避妊に協力しない（性的暴力）は認識が低くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

命の危険を感じるような暴力行為

髪を引っ張る、物を投げつける等、身体を傷つけ
られたり、傷つけられる可能性のある行為

性行為を強要する

避妊に協力しない

人前でバカにする、「誰のお陰で暮らせるんだ」と
言う

わずかな生活費しか渡さない、仕事に就くことを
禁止する

友人や実家との付き合いを禁止する

大切にしているものを壊す

大声でどなる、無視する

見たくないのにポルノビデオや雑誌を見せる

外出先をチェックする、封書やメールを無断で見る

その他

特にない

身
体
的
暴
力

性
的
暴
力

精
神
的
暴
力

96.4

95.0

79.2

63.3

66.2

65.8

65.2

59.7

62.3

60.1

56.0

1.2

0.6

93.5

92.4

68.8

55.8

64.8

57.8

55.7

60.5

54.2

54.5

48.1

2.1

1.1

0 20 40 60 80 100

女性（ｎ＝804）

男性（ｎ＝749）

（％）
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■ドメスティック･バイオレンス（ＤＶ）についての考え方 

ドメスティック・バイオレンスに対する考えは、「100％加害者に責任がある」が「被害者に

も原因の一端がある」を上回っています。また、性別や年代による違いも大きくなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◇◇性・年代別にみたＤＶについての考え（主なもの）◇◇ 

 

 

 

【女性】               【男性】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ｎ

女 性 (804)

男 性 (749) 44.9

53.1

40.7

32.2

4.9

1.5

2.4

2.6

6.3

9.7

0.8

0.9

20 30 40 50 60

代 代 代 代 代

53.6 51.9
55.2

61.4

33.6 35.2
31.4

24.7

37.6

37.6

0

10

20

30

40

50

60

70

（％）

20 30 40 50 60

代 代 代 代 代

43.8
48.1

43.4
47.1

40.8
35.9

40.7
43.1

39.6

45.8

0

10

20

30

40

50

60

70

（％）

１００％加害者に責任があり、許せないものである

加害者に責任があるとしても、被害者側にも原因の一端があると思う

女性の 50 代まででは、「100％加害者に責任」

という意見の方が特に多くなっています。 

60 代では、「100％加害者に責任」と

「被害者にも原因」が二分しています。

100％加害者
に責任があり、
許せないもの

である

加害者に責任
があるとしても、
被害者側にも
原因の一端が
あると思う

双方の関係の
問題であり、
周りがとやか
く言うべきで

はない

その他 わからない 無回答

 (％)
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７ 社会参加・参画 
■グループ･団体への参加状況 

日常的な交流の持てるグループやサークル、団体などへ「参加している」人は、女性では

39.9％、男性では 29.5％と、女性の方が参加率が高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

■活動内容 

参加している人の活動内容をみると、「スポーツ活動」と「趣味的活動」が特に多くなって

います。この他では、「ＰＴＡ・子ども会活動」、「ボランティア・福祉活動・ＮＰＯ活動」、

「学習活動」などが続いています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ス
ポ
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ツ
活
動
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活
動
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Ａ
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Ｏ
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活
動

そ
の
他

48.6

4.7
11.3

3.6

23.4

14.3
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35.5

0.9

12.2
5.4 8.1

36.2
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50

60

70
女性（ｎ＝321）

男性（ｎ＝221）

（％）

参加している 参加していない 無回答

 (％)
ｎ

女 性 (804)

男 性 (749)

39.9

29.5

59.5

70.2

0.6

0.3

「趣味的活動」は女性で、「スポーツ活動」

は男性で多くなっています。 



－16－ 

８ 「男女共同参画センター“らぷらす”」について 
■“らぷらす”を中心とした区の事業展開 

区には、男女共同参画社会の実現に向けて、いろいろな講座や催し物、相談、資料収集・広

報などの事業を行っている『男女共同参画センター “らぷらす”』という施設が、下北沢の

北沢タウンホール内にあります。“らぷらす”を中心とした区の事業への要望では、相談事業、

最新の社会問題を扱う事業、女性の就業支援、男性向けセミナーなどがあげられています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■□ 世田谷区立男女共同参画センター「らぷらす」施設案内 □■ 

 

■施 設 概 要 

 ●資料コーナー／図書・行政資料の閲覧・貸出 

 ●情報・交流コーナー、印刷コーナー、活動コーナー 

  相談コーナー、子ども室、授乳コーナー 

 ●研修室（４室）／会議・学習会のための施設 

■開 館 時 間 午前９時～午後 10 時 

 （第３月曜日及び年末年始は休み） 

■問合わせ先 電話番号 ５４７８－８０２１ 

 

生
き
方
な
ど
を
啓
発
す
る
事
業

男
性
の
家
事
へ
の
参
画
、

新
し
い

事
業

女
性
の
就
業
支
援
を
目
的
と
し
た

最
新
の
社
会
問
題
を
扱
う
事
業

談
事
業
の
実
施

生
じ
た
問
題
を
中
心
と
し
た
、

相

家
庭
、

仕
事
、

人
間
関
係
な
ど
で

事
業

き
っ

か
け
づ
く
り
を
目
的
と
し
た

地
域
で
の
社
会
活
動
を
は
じ
め
る

働
で
実
施
す
る
事
業

行
政
と
区
民
・
区
民
団
体
と
が
協

情
報
提
供
・
意
識
啓
発

田
谷
な
ど
の
媒
体
を
利
用
し
た
、

情
報
紙
「

ら
ぷ
ら
す
」

・
Ｆ
Ｍ
世

体
の
活
動
場
所
の
提
供

資
料
の
提
供
や
、

区
民
・
区
民
団

男
女
共
同
参
画
に
関
す
る
図
書
・

事
業

女
性
の
地
位
向
上
等
を
啓
発
す
る

そ
の
他

42.7

8.8
6.5 4.6

18.0

9.5

3.7
7.3

27.9 26.6

15.8

23.1

36.9

14.7

25.4

32.7

26.325.1

37.2

15.2

0

10

20

30

40

50
女性（ｎ＝804）

男性（ｎ＝749）

（％）

「女性の就業支援」は特に女性から

の要望が多くなっています。 
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９ 男女平等観 
■男女平等評価 

いろいろな分野での男女平等観をみると、「職場」や「社会参加の場」では平等観が低くな

っています。また、「全体として、今の日本」に対する平等観は女性では 27.6％、男性でも 42.7％

と低く、不平等観の方が強くなっています。なお、まだまだ不十分な状態ながらも、前回（平

成 16 年）調査と比べると、各分野で平等観が上昇する結果でした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■行政への女性意見の反映度 

行政にどの程度女性の意見が反映されているかという現状に対しては、女性と男性の見解に

大きな違いが生じています。 
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女性の平等観（ｎ＝804）

男性の平等観（ｎ＝749）
（％）

家庭生活

教育の場社会参加の場

職場

全体として、
現在の日本では

※数値は「平等」と「ほぼ平等」 

の合計（％） 

特に女性からは【職場】や

【社会参加の場】を中心と

して、各分野で不平等観が

強く示されています。 

女性では【反映されている】と【反映されていない】

が二分されています。 

十分反映
されている

ある程度反映
されている

あまり反映
されていない

ほとんど反映
されていない

わからない 無回答

 (％)
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10 男女共同参画社会の実現に向けて 
■男女共同参画のもたらす影響 

男女共同参画の進展による変化については、「仕事と家庭生活のバランスがとれた生き方が

できる男性が増える」、「男性の家庭や社会に対する理解が深まり、視野が広がる」などの肯

定的な意見が多くなっています。一方、「伝統的な家庭観が希薄になる」などの否定的な見解

は少数にとどまっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

仕事と家庭生活のバランスがとれた生き方ができる男性
が増える

男性の家庭や社会に対する理解が深まり、視野が広がる

企業が男性の家事などへの参画の重要性を認識すること
により、労働時間短縮や休暇制度の整備が進む

女性の家事負担が減り、女性の就労や社会参加が容易
になる

家庭における夫婦や親子の絆が深まる

人々の地域社会に対する親しみや連帯感が深まる

伝統的な家庭観が希薄になる

企業内での昇進の遅れなどにより、収入が減る

仕事を優先する人が減り、日本経済の活力が衰える

子育てや介護が十分に行われなくなる

男らしさや女らしさが否定される

女性の負担が増える

その他

わからない
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■行政への要望 

男女平等に関する行政への施策要望では、「育児・保育施設の充実」が特に多くなっていま

す。また、「介護サービス」や「就労環境」、「学校教育の充実」を求める声が多くなってい

ます。前回（平成 16 年）より「育児・保育施設の充実」は特に大きく増加しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

育児・保育施設の充実

高齢者や病人の在宅介護サービ
スや施設の充実

就労機会や労働条件の男女格差
を是正するための働きかけ

あらゆる分野における女性の積極
的な登用

学校で平等意識を育てる教育の
充実

女性の職業教育・訓練の機会の
充実

男女平等への理解を深めるため
の学習機会の促進

行政の政策決定などへの女性の
参画促進

男女平等に関する施策の国・都へ
の働きかけ

女性問題に関する情報提供、交流
会・相談・研究などの充実

検診体制や相談などの健康管理
システムの充実

女性問題に関する国際的な交流・
情報収集の促進

その他

特にない
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（％）

「育児・保育施設」と「介護サービス」

の充実に対しては、女性からの要望が

特に多くなっています。 
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11 ワーク･ライフ･バランス 
■ワーク･ライフ･バランスの希望 

ワーク･ライフ･バランスの希望では、女性では【「仕事」と「家庭生活」をともに優先した

い】と【「家庭生活」を優先したい】が多くなっています。男性では【「仕事」と「家庭生活」

をともに優先したい】が多くなっています。 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■ワーク･ライフ･バランスの現実 

ワーク･ライフ･バランスの現実としては、女性では【「家庭生活」を優先している】が多く

なっています。男性では【「仕事」を優先している】が多くなっています。 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ワーク・ライフ・バランス（仕事と生活の調和）とは？ 

ワーク・ライフ・バランス（仕事と生活の調和）とは、だれもがやりがいや充実感を感じな

がら働き、仕事上の責任を果たすとともに、家庭や地域活動などにおいても子育て期、中高年

期といった人生の各段階に応じて多様な生き方が選択・実現できることです。 
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希望と現実では、大きな差

が生じています。 
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■ワーク･ライフ･バランスに重要なこと 

ワーク･ライフ･バランスに重要なことでは、「保育サービスや介護サービスなど、育児・介

護に関する社会的サポートの充実」が特に多くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

保育サービスや介護サービスなど、育児・介護に
関する社会的サポートの充実

職場の両立支援制度の充実

長時間勤務の見直し

育児・介護休業取得に対する職場の上司・同僚の
理解浸透

法律や制度の充実

個人の意識改革や努力

家族のサポートや家族の意識改革

両立支援制度の利用の促進

地域で、日常的に交流の持てるグループやサークル、
団体などの自主的な活動に参加できる場の充実

その他
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「育児・介護に関する社会

的サポートの充実」は特に

女性で多くなっています。
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